
【様式①】令和６年度　学校評価書（小・中・特別支援）

校長名　加藤　美智子

市の重点課題 学校の重点項目 自己評価 達成状況 学校関係者評価委員会から 改善の方向

教育環境と学校財務
環境の整備及び効果
的な活用

災害、事故、感染症、
生徒指導事案等に対
する安全性の確保

あたたかさと働きがい
にあふれる学校づくり

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

・互いを信じて共に働く「チーム
明郷」として、特別支援教育を
核とした教育活動を推進する。
・委員会活動における創造的
な活動の生み出しをする。
・ＩＣＴを効果的に活用した授業
作りを行う。

・多種多様な事態への危機管
理意識を高くもち、学校事故の
「未然防止」に努める。
・いじめの加害者への指導はも
ちろんのこと、傍観者への指導
も行い、「いじめは絶対にダメ」
という認識を更に高めていく。

・「ぎふMIRAI's」を視点に、校区
の「人・もの・こと」を学び、地域
人材・資源を活用し、地域との
「つながり」を深める。
・９年間で自立（ひとりだち）す
る子どもを育てるために、「進
んでの心」を大切にする。

・様々な災害を想定した訓練を行っ
ていく。訓練のための訓練ではなく、
より実践的な訓練にしていく。
・「いじめは絶対にダメ」という認識を
更に高めていくためにも、いじめ対
策監を中心に「自分ごと」として考え
られる指導を大切にしていく。

・特別支援教育を「核」とした教育活
動を充実させていくとともに、一人ひ
とりを大切にした個に応じた指導に
努める。
・今年積み上げてきた土台をもとに、
さらに創造的な活動を児童が主体と
なって取り組んでいけるようにする。

・地域でのあいさつの姿は、徐々に
良くなってきていると感じる。継続し
て取り組むことで、できるようになっ
ていくのが明郷の子だと思う。
・地域のお祭りに、子どもたちも積極
的に参加することができていた。

希望あふれる未来を
自ら拓く力を育むため
の教育課程の編成

学校名　岐阜市立明郷小学校

・委員会「もっと楽しい明郷小」を合
言葉に、創意工夫した活動に取り組
むことができた。
・学校アンケートの結果「ICTを活用
した授業を工夫し」では４ポイント上
昇し９９％、「英語の授業は楽しい」
では１ポイント上昇し９２％であった。

・「学校に行くのが楽しい」という子供
たちの姿が見られる。
・授業中、発言しやすい環境で、子
どもたちがのびのびしていた。
・ICTが活用されており、デジタルと
アナログのそれぞれのよさを生かし
た指導が進められている。

・「5Sの日」の取り組みを継続してい
く。
・要望書を提出したが未修繕になっ
ているところを確実に次年度に引き
継いでいく。
・計画的な予算執行でできるように
努めていく。

・校区の「人・もの・こと」を各学年の
学習内容に応じて積極的に活用す
ることができた。
・学校アンケートの結果「CSのしくみ
を生かした地域や保護者との連携・
協力した学校づくり」では、CS・保護
者・教職員共に９４％以上であった。

・新たな地域人材・資源（人・もの・こ
と）の開拓を含め、児童が明郷地域
に「愛着」がもてるように活動を工夫
していく。
・見守り隊など各種ボランティアと連
携を図り、児童の安心・安全や教育
活動の充実を図っていきたい。

HPアドレス： https://gifu-city.schoolcms.net/meigou-e/

コミュニティ・スクール
の機能の充実と岐阜
市型小中一貫教育の
推進

・笑顔で、元気に子どもたちの
前に立てるよう、適切な労務管
理を行う。
・教職員自身も自己有用感が
もてるような「働きがい」を創出
し、教職員も自ら「つながり」、
温かい信頼関係を築く。

・時間外勤務（月４５時間）を超える
職員は、月平均（４月～１月）３．２人
である。
・職員同士のコミュニケーションを図
りながら、「元気に笑顔で子ども達の
前に立つ」という願いのもと、それぞ
れの立場で「働きがい」を見出せた。

・子どもたちがのびのびとしているの
は、職員が一人ひとりのよさを認め、
自信と意欲につながる言葉がけをし
ているおかげでもある。
・先生たちが元気であることが、子ど
もたちの成長には大切である。

Ａ

・個人情報や物の適切な管理
に努める。
・施設設備などの定期点検や
適切な管理に努める。
・学校納入金の適切な取り扱
いと管理を複数で行う。

・学校アンケートの結果「命の大切さ
を理解し、安全・安心な生活を心が
けている。」では、児童・保護者・教
職員共に９７％以上であった。
・いじめ対策監を中心に、児童が安
心して学校生活が送れるよう、情報
共有を行い、組織的に対応できた。

・毎月4日を「5Sの日（整理・整頓・清
掃・清潔・躾）」とし、個人情報などの
整理整頓・点検を行った。
・要望書を２７件出し施設の管理に
努めた。
・学校納入金は、複数の目で確認
し、適切な管理に努めた。

・中学生が防災教育をした際、「小学
校で同じ『避難ルーム』を作った経験
があるので、スムーズに設営でき
た。経験が今回につながった。」と感
想を述べた。小学校での学びが、中
学校で確実につながっている。

・子どもたちの掃除の様子を見たと
きに、どの子もまじめに掃除に取り
組んでおり感心した。みんなで学校
をきれいにしようという気持ちが伝
わった。教職員だけでなく、子どもた
ち自身も環境を整えている。

・時間外勤務時間は職員によって差
があり、業務の均一化を図っていく。
・変形労働時間制を取り入れなが
ら、職員が自らタイムマネジメントし
ていく。
・職員同士のコミュニケーションを引
き続き大切にしていく。

https://gifu-city.schoolcms.net/meigou-e/

